
 

 

               
 

 
紀伊半島南東沖の地震活動の評価 

 
○  ９月５日 19 時 07 分頃、紀伊半島南東沖（紀伊半島沖）でマグニチュード(M)6.9 の

地震（最大震度５弱）が発生し、神津島で 0.5m など伊豆諸島から四国にかけての太平

洋沿岸で津波が観測された。また、同日 23 時 57 分頃には、この東側の紀伊半島南東

沖（東海道沖）で M7.4 の地震（最大震度５弱）が発生し、串本で 0.9m など伊豆諸島

から四国にかけての太平洋沿岸で津波が観測された（第 130 回地震調査委員会評価文

「紀伊半島南東沖の地震活動の評価」参照）。地震の発生状況から、これまでの地震活

動は 23 時 57 分の地震を本震とする前震－本震－余震型と考えられ、９月８日 16 時ま

での最大の余震は、本震の北東側で発生した７日 08 時 29 分頃の M6.4（暫定）の地震

（最大震度４）である。これらの地震は紀伊半島南東沖約 100km の南海トラフ付近の

概ね 50km 四方に分布しており、前震、本震および最大余震はトラフに沿って位置して

いる。発震機構は、いずれも南北方向に圧力軸をもつ逆断層型であり、推定される断

層面が陸のプレートとフィリピン海プレートの境界面に比べて高角であることから、

これらはフィリピン海プレート内の地震と考えられる。 

 

○  GPS 観測の結果によると、今回の活動に伴い、本震の概ね北方の志摩観測点が約５cm

南へ移動するなど、三重県から愛知県にかけての広い範囲が南へ移動しており、今回

の活動の発震機構と調和的である。また、現在のところ、本震発生後に顕著な余効変

動は観測されていない。 

 

○  今回の地震は、地震調査委員会による東南海地震の想定震源域の外側で発生してお

り、発震機構も異なることから、想定東南海地震の震源域が破壊したものではないと

考えられる。今回の地震活動が東南海地震に与える直接的な影響はないと考えられる。 

 
（参考） 

 地震調査委員会が平成 13 年（2001 年）９月 27 日に公表した南海トラフの地震の長期評価の地震

発生確率の値は、時間の経過とともに高くなる。想定している東南海地震(M8.1 前後)および南海地

震（M8.4 前後）について、平成 13 年（2001 年）１月１日を起点にした地震発生確率の値と平成 16

年（2004 年）９月１日を起点にした値とを比較すると以下の通りとなる。 

        
 
 
 
 
 
 

（地震後経過率：前回の地震発生以降、経過した時間の平均活動間隔に対する割合） 
 

平 成 １ ６ 年 ９ 月 ８ 日 

地震調査研究推進本部 
地 震 調 査 委 員 会 

 評価時点 10 年以内 30 年以内 50 年以内 地震後経過率 

東南海地震 

（M8.1 前後） 

2001 年 1月 1 日 10%程度 50%程度 80～90% 0.65 

2004 年 9月 1 日 10～20% 60%程度 90%程度 0.69 

南海地震 

（M8.4 前後） 

2001 年 1月 1 日 10%未満 40%程度 80%程度 0.60 

2004 年 9月 1 日 10%程度 50%程度 80%程度 0.64 



 

 
以下は図のタイトル（ゴシック体太字）と説明文 

 
９月５日 紀伊半島南東沖の地震 
 ２００４年９月５日２３時５７分に紀伊半島南東沖（東海道中）でＭ７．４（最大震度５弱）の地震が

発生した。この地震に伴い、串本で高さ０．９ｍ、神津島で高さ０．８ｍの津波を観測した。 
 また、その約５時間前の１９時０７分には、本震の西南西約４０ｋｍでＭ６．９（最大震度５弱）の前

震が発生し、神津島で高さ０．５ｍの津波を観測した。 
 地震活動は前震―本震―余震型で推移し、７日０８時２９分には余震域の東端でＭ６．４（最大震度４）

の最大余震が発生した。 
 発震機構（ＣＭＴ解）は、いずれも南北方向に圧力軸を持つ逆断層型で、フィリピン海プレート内部の

地震と考えられる。 
 今回の活動の周辺では、１９４４年１２月７日に東南海地震（Ｍ７．９）、１９４６年１２月２１日に

南海地震（Ｍ８．０）の地震が発生している。 
気象庁 
 

 

９月５日 紀伊半島南東沖の地震（本震前後） 
気象庁 
 
 
９月５日 紀伊半島南東沖の地震（地震活動） 
気象庁 
 
 
北側に起きている地震活動のメカニズムについて 
 前震（Ｍ６．９）、本震（Ｍ７．４）のメカニズムは、ＣＭＴ解などから南北圧縮の逆断層型と推定さ

れている。 
 一方で、北側の領域（右下図の点線領域）で起きている地震活動については、気象庁、防災科研のモー

メントテンソル解析などから横ずれ型の地震であることが推定される（①、②、③）。また、これらの地

震の初動の押し引き分布もこれらのメカニズムと整合する。また、モーメントテンソルが決まっていない

地震についても、④の例などで示されるように、横ずれ型に整合する。 
 また、横ずれ型のメカニズムの北北西―南南東走向の高角の断層の走向と、余震分布の配列が似ている。 
気象庁 
 
 
２００４年９月５日 紀伊半島南東沖の地震の余震波形における特徴 

イベントＣのＳコーダは同規模の他の地震に比べ継続時間が長く、低周波に卓越しており、震源は比較

的浅いと考えられる。この領域では、同様の低周波に卓越した地震が他にも発生している。 
 左下図：スペクトル例．イベントＡ及びＣのＰ、Ｓ波を含む２０秒間を黒で、その後のＳコーダ部の２

０秒間を赤で示す。 
 右図：解析波形例．横軸は発震時からの経過時間、黒と赤で示した区間は左図のスペクトル解析区間に

対応する。震源要素はすべて防災科研のＨｉ－ｎｅｔの暫定解析結果に基づく。 
防災科学技術研究所 
 
 
２００４年９月５日 紀伊半島南東沖の地震活動 水平変動ベクトル図 
基準期間：２００４／０８／２９－２００４／０９／０４［Ｒ２：速報解］ 
比較期間：２００４／０９／０６－２００４／０９／０７［Ｑ２：迅速解］ 
☆固定局：大潟（９５０２４１） 
国土地理院 



 

 
 
２００４年９月５日 紀伊半島南東沖の地震活動 ＧＰＳ連続観測基線図（Ｑ２迅速解） 
基線は、大潟（９５０２４１）を始点とし、上記３２点を各々終点とする３２基線を設定 
国土地理院 
 
 
成分変化グラフ 大潟－磯部、大潟－志摩 
期間：２００４／０８／３１～２００４／０９／０８ ＪＳＴ 
左：大潟（９５０２４１）－磯部（０３１１０５） 
右：大潟（９５０２４１）－志摩（９５０３１４） 
国土地理院 
 
 
紀伊半島南東沖の地震 断層モデル（１） 
固定局：大潟（９５０２４１） 
国土地理院 
 



気象庁作成 

 ９月５日 紀伊半島南東沖の地震 

震央分布図（1923 年８月以降、M≧6.0） 

2004年９月５日23時57分に紀伊半島
南東沖（東海道沖）で M7.4（最大震度５
弱）の地震が発生した。この地震に伴い、
串本で高さ 0.9 m、神津島で高さ 0.8 m
の津波を観測した。 
また、その約５時間前の 19 時 07 分に

は、本震の西南西約 40 km で M6.9（最大
震度５弱）の前震が発生し、神津島で高
さ 0.5 m の津波を観測した。 
地震活動は、前震－本震－余震型で推

移し、７日 08時 29 分には余震域の東端
で M6.4（最大震度４）の最大余震が発生
した。 
発震機構（CMT 解）は、いずれも南北

方向に圧力軸を持つ逆断層型で、フィリ
ピン海プレート内部の地震と考えられ
る。 
今回の活動の周辺では、1944 年 12 月

７日に東南海地震（M7.9）、1946 年 12 月
21 日に南海地震（M8.0）の地震が発生し
ている。 

発震機構分布図（Ｐ波初動解） 

（1923 年８月以降、M≧4.0、深さ 60 km 以浅） 

本震（最大震度５弱）

今回の地震の発震機構（CMT 解） 
前震       本震      最大余震 

左図内の地震活動経過図 
東南海地震の
想定震源域 

震央分布図（2004 年９月５日 18 時以降、M≧4.0） 

前震（最大震度５弱）

最大余震 

本震 

東南海地震 

南海地震 

兵庫県南部地震 

前震 

最大余震（最大震度４）

左図内の地震回数積算図 



気象庁作成 

 ９月５日 紀伊半島南東沖の地震（本震前後） 

上図の地震回数積算図 

本震（最大震度５弱）前震（最大震度５弱）

震央分布図（前震～本震前） 
（2004 年９月５日 19 時～23 時 56 分、Mすべて） 

（最大震度２） 

最大余震 
（最大震度４）

震央分布図（本震以降） 
（2004 年９月５日 23 時 57 分～、Mすべて） 

（最大震度３） 

上図の地震回数積算図 

上図の地震活動経過図 上図の地震活動経過図 

上図の時空間分布
図（Ａ－Ｂ投影） 

上図の時空間分布
図（Ａ－Ｂ投影） 

Ａ 

Ｂ 

Ａ 

Ｂ 

東南海地震の
想定震源域 

東南海地震の
想定震源域 

※M3.5 以下の地震について
は未処理の期間あり。 



気象庁作成 

 

Ａ

Ｂ

９月５日紀伊半島南東沖の地震（地震活動） 

（最大震度５弱）

（最大震度５弱）

震央分布図（2004 年９月５日 18 時～、Mすべて） 

（最大震度２）

時空間分布図（Ｂ－Ｃ方向投影） 

地震活動経過図（M すべて） 

地震回数積算図（M すべて） 

（最大震度４） 

時空間分布図（Ａ－Ｂ方向投影） 

Ｃ

Ａ Ｂ

Ｂ

Ｃ

領域ａ 

領域ｂ 

領域ａ内の地震活動経過図 

領域ａ内の地震回数積算図 

領域ｂ内の地震活動経過図 

領域ｂ内の地震回数積算図 



北側に起きている地震活動のメカニズムについて

気象庁CMT解
気象庁CMT解

気象庁CMT解

防災科研MT解（自動）

防災科研MT解（自動）
初動分布

初動分布

初動分布

9月5日19時7分 M6.9 9月5日23時57分 M7.4

9月6日5時30分 M5.9

9月6日15時54分 M4.6

9月6日15時46分 M4.6

9月6日4時57分 M3.6

前震（M6.9)、本震（M7.4)のメカニズムは、
CMT解などから南北圧縮の逆断層型と推定
されている。
一方で、北側の領域（右下図の点線領域）
で起きている地震活動については、気象庁、
防災科研のモーメントテンソル解析などから
横ずれ型の地震であることが推定される（①、
②、③）。また、これらの地震の初動の押し引
き分布もこれらのメカニズムと整合する。また、
モーメントテンソルが決まっていない地震に
ついても、④の例などで示されるように、横ず
れ型に整合する。

① ②

③ ④

※対応するMT解の
節面を重ねて表示し
たもので、初動だけ
で決まったものでは
ない。②、③も同様。

また、横ずれ型のメカニズ
ムの北北西－南南東走向
の高角の断層の走向と、
余震分布の配列が似てい
る。

9月5日~9月7日の震央分布












